
令和５年度「まちづくり懇談会」開催報告書【川崎地域】

１ 会の概要 

日時 10 月 11 日(水) 18:30～20:00 場所 川崎商工会館 

対象地区 川崎地区 対象者 一関商工会議所青年部川崎支部会員 

テーマ 持続可能なまちづくりのために協働でできること 

参加者 
一関商工会議所青年部川崎支部会員 ７人 

一関商工会議所川崎支所職員 ２人 

市出席者 川崎支所長、次長兼産業建設課長、地域振興課長、市民福祉課長、地域協働係長 

特記事項

２ 会で出された意見等及び対応方針 

№ 区分 項目 内容 対応方針または回答内容等 備考 

1 質問 地域おこし協

力隊について 

地域おこし協力隊につい

て川崎地域では毎年募集

しているのか。 

来年度以降も継続して募

集するのか。 

川崎地域での募集は今回が

初めてとなる。市全体では今

年度 18 名の募集を行ってい

る。 

来年度については現在検討

中である。 

2 質問 地域おこし協

力隊について 

市では18名を募集してい

るとのことだが、地域お

こし協力隊の採用状況

は。 

18 人の募集に対して現在８

人の採用が決まっている。

彼らは仕事を辞め定住する

つもりでやって来る。人生を

かけてやって来るので市と

しても積極的な関わりや支

援が必要だ。 

３年後の地域おこし協力隊

の定着率は、岩手県の平均で

約 70％が定着している。比

較的高い方である。 

3 意見 その他 川崎は地理的に一関の中

心にあるが、市役所（本

庁）を川崎地域に持って

来ることは出来ないか。

本庁の移転という話しは現

在でていない。 

今後、人口が減少していくな

かで、支所のあり方や ICT、

DX の活用が課題となってく

ることが見込まれる。 

4 意見 その他 ICT とか DX とかは高齢者

には難しいと思う。高齢

者には人的な支援が必要

と思う。 



№ 区分 項目 内容 対応方針または回答内容等 備考 

5 質問 その他 マイナンバーカードも申

請できない高齢者がいる

のではないか。一関市の

マイナンバーカードの申

請率・取得率はどうなっ

ているか。 

一関市の申請率は８月末で

76.92％。実際にカードを取

得している方の割合は７割

程度となっている。 

全国的に都市部の申請率は

高い状況にある。 

6 意見 人材確保と働

く環境につい

て 

公共交通機関を含め、イ

ンフラでは人手が不足し

ている状況。公共交通な

どは人手不足と赤字で路

線廃止などの議論がされ

ている状況。 

川崎地域の市営バス利用者

は１便当たり２人以下と、利

用率が非常に低いため、今年

度からデマンド型乗合タク

シーの試験運行を行ってい

る。課題等を改善し、来年度

からの本格運行を目指して

いる。 

7 意見 人材確保と働

く環境につい

て 

補助金制度はいろいろあ

るが、補助事業を実施出

来るほどのマンパワーが

不足している。お金をも

らっても使えないという

のが現状。 

8 意見 人材確保と働

く環境につい

て 

まちおこしといっても人

口が増えなければまちお

こしにつながらない。移

住定住者を増やすにして

も仕事が必要。 

仕事となれば企業誘致が

考えられる。 

川崎に企業誘致を考えても

なかなか土地が無いのが現

場。バイパス沿いは条件は良

いが補助事業により圃場整

備した土地であり利活用に

難がある。市では、学校跡地

の利活用を進めている。川崎

地域では既に工場として賃

貸している。 

9 意見 移住定住につ

いて 

移住定住家賃補助金、２

名以上が対象ということ

とは夫婦が対象か。 

家族で来るとなると仕事

がないと大変だと思う。

夫婦に限った話ではないが

家族連れ、子供連れなどを想

定している。 

仕事はあるが給与体系が仙

台市や北上市などの周辺市

に比べ低いため人材が集ま

りにくい状況にある。 

10 意見 移住定住につ

いて 

地元に魅力が無いから若

い人達が出て行ってしま

う。移住者を増やす取組

みも大切だが、地元に就

職する若い人達の支援が

少ないと感じる。 

地元で一人暮らしができ

るよう家賃補助など流出

させない取組みがあって

もいいのではないか。 
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11 意見 その他 行事への参加を呼びかけ

るが若い人達は地元にい

ても出てこない。特にも

若い女性は出てこない傾

向にある。 

12 意見 その他 ８～10 月にかけてイベン

トが続いて忙しい。 

イベント運営は市職員が

担っている部分が大きい

ように感じる。 

市職員も参加してイベント

を実施しているが、花火大会

は商工会が中心となり、Ｅボ

ート大会はサポート協会が

中心となって実施している。

13 意見 人材確保と働

く環境につい

て 

介護や子育てなどあるた

め、休みの日に会社とし

てイベントに参加するの

は社員にとっても負担に

なると考えている。 

14 意見 人材確保と働

く環境につい

て 

働く女性の意識向上に対

しての補助事業がある

が、だいぶ女性に優しい

会社になってきていると

感じる。 

15 意見 人材確保と働

く環境につい

て 

積極的に働きたい女性と

あまり責任あるポジショ

ンにつきたくない女性と

二極化にあるように感じ

る。 

16 意見 その他 ２１Ｐの空き店舗や駐車

場の活用については、立

地条件や後継者不足によ

り難しいのではと考え

る。 

17 質問 その他 保育園の待機者数は。 ４月時点での待機者数は近

年では０人となっている。

18 質問 その他 弥栄でも北上大橋付近か

らでは、川崎の小中学校

の方が近い。学区の変更

などはできるのか。 

基本は住所地となる。親の勤

務などで子の面倒を見るこ

とができない場合など、条件

により学区変更は可能であ

る。詳しくは教育委員会へ。


